
土尻川砂防事務所 登録有形文化財（砂）薬師沢を活用した地域振興

（砂）薬師沢 小川村 薬師沢（砂防事業）

小川村稲丘地籍にある薬師沢石張水路工群は２８基が現存しており、そのほとんどが明治１９年に築造、その後に修繕さ
れたものです。 当時、地区の住民は、地すべり地にある農地の安定を強く望み「砂防惣代」制度を設立し、地域から選ばれ
た惣代を中心に、工事の要請、水路の見回りや施設の維持管理等を行っており、その制度は現在まで続いています。

その努力によって、設置後８０年が経過した今でも石張水路は砂防施設として効果を発揮しているとともに、平成２１年に
は登録有形文化財に登録されました。

薬師沢



最近は、地元住民の他、県・村職員、砂防ボランティア、企業等、多様で多数の皆様に参加いただき年３回の草刈り等を
行い、施設の良好な維持管理に汗を流しています。
今年は６月５日に約９０名、８月２７日約１６０名、第３回１０月２９日約１００名と延べ約３５０名の参加をいただきました。
特に８月の第２回は、小川中学校の生徒・先生約７０名も参加して鎌による草刈りを体験していただきました。

○ 共同作業観よる砂防施設の維持管理



○ 中学生全員参加による総合学習の実施

８月の第２回草刈りでは、小川中学校の生徒・先生約７０名も参加して鎌による草刈りを体験していただきました。

中学生は作業の１月前に砂防惣代と砂防事務所職員から村における土砂災害状況や石張水路、砂防惣代についての事
前説明を聞き、草刈りに臨みました。

作業後の中学生からは、自分達が暮らす地域の地形と脆弱な地質、草刈り作業による砂防施設の維持管理の大切さを学
び、地域を守りつづけたいという感想が寄せられました。

砂防事務所職員による学習会 砂防惣代長の講演

水路工は明治時代から今まで大切に受け継がれているというお話を聞いて、僕はこれを
受け継ぐのは小川村民の僕たちしかいないと思った。これを保ち使えるように作業した
いと持った。 （３年生 男子）

草刈りはもちろん、昼食を作ったりするのにも沢山の方々が協力し合い取り組んでいた
ので、その一員に私達もなれたのたなと思った。それだけみんなで守りたいという気持ち
が伝わってきて、昔も同じ思いで水路工を作ったのだろうと思った。 （２年生女子）



○ 薬師沢を利用した様々な活動

「土砂災害・全国防災訓練（住民が参加しやすい訓練）」の実施 （６/１１ 参加者２０人）

耕作放棄地での稲刈り
ウォーキングイベントの開催
（8/22 参加者約７０人）
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